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特集「5G時代の社会を創るモバイル・高度交通システム」の
編集にあたって

太田 賢1,a)

第 5世代移動通信システム（5G）の実用化が世界中で

進められており，様々な業界における新しいサービスやソ

リューションの実現，新産業の創出が期待されている．モ

バイルネットワーク，デバイス，サービスを含むシステム

は社会の 1つの基盤であり，高性能化，高機能化，高効率

化だけでなく，高信頼性，安心安全，エコ，持続可能性に

ついても社会からの要請が高まっている．5G時代の社会

を支えるべく，理論的な基礎を与える研究，商用化を目指

した開発，社会実装や実生活での応用を想定した実証実験

などが活発に進められている．

モバイル通信および高度交通システムに関するテーマに

関しては，情報処理学会のモバイルコンピューティングと

パーベイシブシステム（MBL）研究会と，高度交通システ

ムとスマートコミュニティ（ITS）研究会とが中心となり，

これまでに毎年 170件以上の優れた論文が研究会で発表さ

れている．また，1997年から開催され，毎年 200件を超え

る発表のある DICOMOシンポジウムでも，これらの分野

に関連する論文が数多く発表されている．MBLと ITSに

係る論文を一括掲載することにより，この分野の研究を推

進し，その発展に寄与することは情報処理学会として非常

に意義深いものである．本特集号は，このような研究推進

を目的として，MBL研究会と ITS研究会とが共同で企画

した．

本特集号の編集経緯は，以下のとおりである．

論文募集公開：2020年 1月

投稿締切り：2020年 4月 6日

第 1回特集委員会：2020年 4月 17日

第 2回特集委員会：2020年 6月 18日

第 3回特集委員会：2020年 9月 17日

投稿数 14件（うち英語論文 3件）に対して慎重に審議

した結果，条件付き採録が 10件，最終的には 9件（うち英

語論文 3件）が採録された．採録率は 64%である．採録論

文の内訳は，行動認識 3件，位置推定 2件，経路推薦・施

設検索 2件，車載ソフト 1件，広告関連技術 1件である．

本特集では招待論文として，大阪大学の内山彰氏にワイ
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ヤレスセンシングによるコンテキスト認識関連の研究開発

動向に関するサーベイ論文を執筆いただいた．

編集委員会としてはモバイルコンピューティング分野お

よび高度交通システム分野の注目技術に関して質の高い論

文を採録できたと考えている．最後に，幹事および編集委

員，査読者の方々と，論文を投稿していただいた会員の皆

様にも御礼を申し上げる．
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